
15 牛の第四胃病変
〔曳野哲也（島根県）〕

症例：牛（黒毛和種），去勢，30カ月齢．
臨床的事項：正常畜として搬入．異常なし．
肉眼所見：胃底腺部に，直径2～4mmの中央が凹ん
だクレーター状の白色,軟質の丘疹が多発していた.そ
の他,肺炎,胸膜炎および肝炎(出血型)を認めた. 

日本獣医公衆衛生学会誌
資 料

全国食肉衛生検査所協議会病理部会研修会（第56 回）
における事例報告（Ⅱ）

海 老 原 成 光†

全国食肉衛生検査所協議会病理部会事務局東京都芝浦食肉衛生検査所
(〒 108-0075   港区港南 2-7-19)

Proceedings of the Slide-Seminar held by National Meat Inspection Office
Conference Study Group(56th)Part Ⅱ

Shigemitsu EBIHARA†

hibaura Meat Inspection Center, Tokyo Metropolitan Government
2-7-19 Kounan, Minato-ku, 108-0075, Japan

（2009年2月23日受付・2010年3月16日受理）

† 連絡責任者：海老原成光（東京都芝浦食肉衛生検査所）
〒108-0075    港区港南2-7-19     ☎03-3472-5175    FAX 03-3450-6745

E-mail : Shigemitsu_Ebihara@member.metro.tokyo.jp
† Correspondence to : Shigemitsu EBIHARA (Shibaura Meat Inspection Center, Tokyo Metropolitan Government) 

                             2-7-19 Kounan, Minato-ku, 108-0075, Japan
                             TEL 03-3472-5175     FAX 03-3450-6745    E-mail : Shigemitsu_Ebihara@member.metro.tokyo.jp

　組織所見:胃底腺部では粘膜筋板の直上に,リンパ
球を主体とした炎症細胞が円錐状に集簇した濾胞を
認めた. 濾胞頂点付近の粘膜は脱落し, び爛を形成し
ていた.胃底腺は濾胞の周囲に押しやられ,萎縮傾向
にあり,胃底腺上皮は,変性・壊死していた.び爛周囲
はリンパ球,好酸球および線維芽細胞が浸潤していた
.幽門部,十二指腸にも同様な濾胞がみられたが,潰瘍
形成はなかった. 

※以降、詳しくは日本獣医師会雑誌Vol.63 No.6をご覧下さい。
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